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■
二
十
八
年
度
全
国
支
部
長
会
議
、
就
職
協
力
委
員
会
、

　

代
議
員
総
会
、
開
催
さ
れ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

2

　
　

学
長
就
任
二
年
半
の
実
績
と
大
学
近
況
報
告

　
　

学
生
、
卒
業
生
の
活
躍

　
　

本
部
、
支
部
会
務
の
報
告

　
　

支
部
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　

詳
細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
就
職
支
援
活
動
報
告

　
　

選
挙
管
理
委
員
、
推
薦
委
員
決
ま
る

■
卒
業
六
十
年　

同
窓
生
懇
親
会
…
豊
生　

益
太
郎
…
…
…	
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■
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
葵
友
会
秋
季
懇
親
会
開
催
…
…
…	

6

■
本
部
報
告
「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
の
被
災
者
に

　

対
す
る
義
援
金
ご
協
力
へ
の
お
礼
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

8

■
葵
友
会
東
日
本
大
会
in
あ
お
も
り

　

盛
大
に
、
華
や
か
に
開
催
さ
れ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

9

■
葵
俳
壇　

皇
居
東
御
苑
吟
行
…
…
渡
辺　

正
剛
…
…
…
…	

11

■
葵
俳
壇
・
葵
歌
壇
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
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■
税
理
士
葵
会
定
期
総
会
・
設
立
十
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る
…
…	

14

■
第
十
六
回
葵
マ
ス
コ
ミ
会
懇
談
会
開
催
さ
れ
る
…
…
…
…	

15

　

第
十
五
回
葵
流
通
会
総
会
・
懇
談
会
開
催
さ
れ
る
…
…
…	
15

■
Ｏ
Ｂ
訪
問　

苦
学
の
末
に
我
が
国
気
象
予
報
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第
一
人
者
に
…
…
上
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喬
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
16

■
Ｏ
Ｂ
訪
問　

活
躍
す
る
葵
友
会
会
員	

デ
ロ
イ
ト	

ト
ー
マ
ツ	

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
合
同
会
社
代
表
執
行
役
社
長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
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…
…
烏
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仁
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	
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お
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商
店
街
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盛
岡
南
ド
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ー
ル
…
…	
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■
東
経
大
ス
ポ
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ッ
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…
…
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…
…
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…
…
…
…	

21

　
　

果
敢
な
る
挑
戦
は
ま
だ
続
く　

サ
ッ
カ
ー
部
躍
進

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
二
季
連
続
の
昇
格
を
達
成

　
　

新
し
く
力
強
い
足
音
、
第
九
十
三
回
箱
根
駅
伝
予
選
会

　
　

端
艇
部
、
全
国
大
会
二
戦
を
終
え
る

　
　

少
林
寺
全
日
本
学
生
大
会
で
杉
本
さ
ん
が
六
位
入
賞

　
　

ヨ
ッ
ト
関
東
イ
ン
カ
レ
を
終
え
て

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子
が
二
部
降
格
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授
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…
…
…
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…
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■
談
話
室
…
…
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…
…
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…
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■
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

48

交
流
を
深
め
、
心
に
豊
か
さ
を

宮
城
支
部
長	

南
谷
　
裕
洋
（
昭
43
）　

　

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
穏
や
か
で
過
ご
し
や
す
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
ご
家
族
共
々
の
ご
健
勝
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
は
二
○
二
○
年
に
創
立
百
二
十
年
を
、
葵
友

会
は
二
○
一
九
年
に
設
立
百
十
年
を
そ
れ
ぞ
れ
迎
え
ま
す
。

今
年
、
わ
が
宮
城
支
部
は
、
結
成
七
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。

諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
支
部
組
織
と
伝
統
を
守
り
、

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
三
月

に
は
、
二
○
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
六
年
が

経
過
し
ま
す
。
被
災
地
の
復
興
は
、
地
域
に
よ
っ
て
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
で
す
が
、一
歩
一
歩
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
改
め
ま
し
て
、
宮
城
・
仙
台
の
「
わ
が
街
紹
介
―

お
国
自
慢
」
を
少
し
ば
か
り
。
仙
台
は
市
の
中
心
部
に
広
瀬

川
が
流
れ
、
都
市
景
観
と
自
然
が
調
和
す
る
「
杜
の
都
」
で

す
。
一
六
○
一
年
に
伊
達
政
宗
が
開
付
し
て
以
来
、
東
北
地

方
の
経
済
・
行
政
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
城
下
町
の
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
都
市
文
化
や

豊
か
な
自
然
を
擁
し
、
百
八
万
人
の
市
民
が
暮
す
こ
の
地
に

は
様
々
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
穏
や
か
な
気
候
の
地
に
山
海

の
美
味
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
り
、
行
楽
や
買
物
に
も
便

利
で
す
。
多
彩
な
芸
術
活
動
、四
季
折
々
の
祭
事
と
し
て
は
、

春
に
は
仙
台
青
葉
ま
つ
り
・
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

夏
に
は
仙
台
七
夕
ま
つ
り
・
仙
台
す
ず
め
踊
り
、
秋
に
は
定

禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
仙
台
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
み
ち
の
く
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま 

つ
り
、
そ
し
て
冬
に
は
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン 

ト
・
ど
ん
と
祭
な
ど
、
パ
ワ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
が

目
白
押
し
で
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
、
仙
台
へ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
！

　

さ
て
、
宮
城
支
部
の
現
況
を
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
城
県
在

住
の
卒
業
生
は
約
四
百
名
前
後
で
す
が
、
こ
の
内
、
例
年
の

総
会
・
新
年
会
へ
の
出
席
者
数
は
約
二
十
～
三
十
名
と
、
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
支
部
で
は
、
ゴ
ル
フ
・
野
球

観
戦
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
、
支
部
員
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
模
索
中
で
す
。
今
年
は
六
月
十
七
日
（
土
）
に
宮
城

支
部
総
会
を
結
成
七
十
五
周
年
記
念
と
し
て
開
催
し
、
母
校

か
ら
は
堺
学
長
、
葵
友
会
本
部
か
ら
は
後
藤
会
長
、
渡
邊
事

務
局
長
の
ご
出
席
を
た
ま
わ
る
予
定
で
す
。
東
北
の
各
支
部

長
の
皆
様
に
も
お
越
し
頂
け
た
ら
、
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

葵
友
会
各
支
部
の
交
流
を
深
め
、
絆
を
強
め
、
集
う
こ
と
を

楽
し
み
た
い
。
そ
こ
か
ら
各
支
部
の
活
動
が
活
性
化
さ
れ
、

ひ
い
て
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
な
げ
、
母
校
の
名
と
葵

友
会
活
動
の
裾
野
を
広
め
た
い
。
そ
ん
な
意
識
を
持
っ
て
活

動
を
続
け
て
い
こ
う
。

　

年
初
に
あ
た
り
、
こ
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。


